
図 1 各サンプルの画像． 

(a) 溶液 A，(b)溶液 B，(c)溶液 C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 XRLスペクトル． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 パルス波高スペクトル． 
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【緒言】近年，中性子の利用は拡大の一途をたどり，中性子検出器の需要が益々高まっている．

しかし，従来の中性子検出で主として用いられてきた 3He ガスの価格暴騰により，代替検出手法

の開発が喫緊の課題となっており，シンチレータを用いた検出手法は，その有力な候補と目され

ている．我々は，6Liと中性子との反応により発生するエネルギーでシンチレーションを引き起こ

す検出器の設計を進めてきた．本研究では，大型の検出器を低コストで構成可能な，6Li化合物含

有液体シンチレータの開発を進めている．今回は，6Liを溶解する混合溶媒の選択がシンチレーシ

ョン性能に及ぼす影響について報告する． 

【実験方法】トルエンとメタノール（溶媒 A），エタ

ノール（溶媒 B），2-プロパノール（溶媒 C）の混合

溶媒を用いることにより，6Li 化合物溶解度の向上

を図った．いずれの混合溶媒においても，トルエン

とアルコールの質量比を 6:4とした．各溶媒におけ

る 6LiCl粉末の溶解度は，それぞれ 2.0, 5.1, 4.0 wt%

であった（順に溶液 A，B，Cとする）．次に，各溶

液に，蛍光体である DPO および POPOP を加えて，

XRLスペクトルを測定した．また，各溶液をシンチレ

ータとして使用し，252Cfを中性子源として，それぞれ

のパルス波高スペクトルを測定した．なお，中性子線

の減速材としてポリエチレンブロックを使用した． 

【実験結果】図 1に，各溶液の画像を示す．全試料に

おいて，シンチレーションが生じると想定される 400 

nm以上の波長域で透明であった．図 2にXRLスペク

トルを示す．全試料において，430 nm付近に，蛍光体

として添加した POPOP の発光によるピークが確認さ

れた．図 3にパルス波高スペクトルを示す．全試料に

おいてピークが得られ，発光量は，A，B，Cについて

各々5300, 1900, 6600 photons/neutronであった．以上よ

り，溶媒の選択によって発光量を増大させうることが

分かった． 
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